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T
ー
 

特集 農業を考える 

樹園地0.9ha (0.9 %) 

その他0.71 ha (0.7 0/s) 

輔
皆
さ
ん
2
4
3
人
に
聞
き
ま
し
た
0
 

鷺？ 
議
漕
王
 

』
ち
は
こ
う
考
え
る
、
 

か
谷
だ
d
農
業
」
 

年
ガ
農
業
や
農
村
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

消
費
者
の
安
全
志
向
や
農
業
に
従
事
す
る
人
の
高
齢
化
や
兼
業
化
、
牛
肉
や
米
 

ま
じ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
私
た
ち
「
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
 

難
・
ク
ト
チ
ー
ム
」
開
発
委
員
会
（
桑
野
裕
俊
委
員
長
他
）
・
田
川
地
域
農
業
改
 

留
 潟

辰
産
物
の
輸
入
自
由
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
農
業
…
…
。
 

攻
ど
の
よ
ー
つ
な
農
業
に
取
り
組
み
た
い
の
か
を
農
家
の
み
な
さ
ん
に
お
尋
ね
 

憂
ゼ
ン
タ
ー
・
J
A
田
川
金
田
支
所
と
金
田
町
役
場
が
共
同
で
作
成
し
て
、
金
 

鮒
耕
作
組
合
長
会
議
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
平
成
6
年
7
月
5
日
か
 

褒
週
間
で
調
査
い
た
し
ま
し
た
o
 

在
農
家
の
み
な
さ
ん
と
考
え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ケ
ー
ト
の
配
布
件
数
2
4
3
枚
、
回
答
件
数
1
7
1
枚
（
回
答
率
7
〇
・
3
 

天
変
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
か
な
だ
の
農
業
・
農
家
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
 

た
 い

て
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ち
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し
て
、
「
元
気
な
か
な
だ
の
農
業
」
の
 

蒼
t
町
民
（
消
費
者
）
の
み
な
さ
ん
も
「
か
な
だ
の
農
業
」
に
つ
い
て
考
え
て
 

一
せ
ん
か
。
 

凋
号
で
は
、
農
家
と
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

経
冒
調
掴
⑩
回
閣
居
づ
い
て
 

現
在
、
農
業
を
行
な
っ
て
い
る
農
地
の
面
積
と
、
 

内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
o
 

【回答】 

●
自
分
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
。
 

83. 9 
ha 

a' 
9 

多 

●
農
地
を
借
り
て
耕
作
し
て
い
る
。
 

闘
舶
（
 18
 

ー％) 

農
地
の
内
訳
 

（全体102.5ha) 

田んぼが農地全体の9割以上もあります 

ね。「金田町」は、昔からお米がたくさん 

取れる田んぼがいっばいだから、「金の田 

んぼの町」って書いて“かなだ”っていう 

んだね。 

でも、1戸当りの農業経営面積は6反ぐ 

らい。サッカーコートの約1つ弱っていう 

のは、小さな農家が多いってことだよね！ 

× 

（
回
答
者
数
1
7
1
人） 

L
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
自
分
の
農
地
を
 

耕
作
し
て
い
る
と
答
え
た
方
は
、
全
体
の
 

8
1

・9

％
を
占
め
、
農
地
を
借
り
て
い
る
 

力
は
1
8

・
1

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
 

た
、
農
地
の
内
訳
を
見
る
と
水
田
が
9
7

・ 

8
h
a
、 
畑
が
3

・
ー
 
h
a
、
樹
園
地
0

・ 

9
h
a
、
そ
の
他
（
ハ
ウ
ス
な
と
）
が
0

・ 

7
1
h
a

で
、
農
地
全
体
に
対
す
る
水
田
の
 

割
合
が
9
割
以
上
で
農
家
の
多
く
は
、
稲
作
 

な
と
水
田
を
利
用
し
た
農
業
経
営
を
行
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

水
田
の
貸
し
借
り
を
し
て
い
る
農
地
は
、
 

水
田
面
積
の
約
2
割
に
お
よ
ん
で
お
り
、
農
 

地
の
流
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

一
戸
当
り
の
経
営
面
積
は
0

・ 

6
 11 

a
で
、
筑
豊
地
区
平
均
1

・
l
h
a

、 

田
川
地
区
で
は
0

・
7
4
h
a

と
比
べ
て
零
 

細
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

圏買飽窃冒届②ち心て 

でんばた こうさく 

田畑耕作氏のプロフィール 

田
 

‘
寸
 回

 
今
 

、

 で
 

と
 

【

 

」
 

う
 

い
 

と
 

る
 

え
 

考
 

う
 

《
 
」
 

も
 

私
 

PART 

I 

畑氏にワンポイント解説をお願いしました0 

氏は、幼少oSころより土とたわむれ某農林高 

校農業科を無事卒業し、現在は、二児oS父親 

として、日夜農業d明日を考える、自称農業 

u博士“です。 

■

ー

 

、 

、
 
Y

二
「
り
 

『
 

、
‘
 亀
警
 

ツ
 

農
家
の
み
な
さ
ん
に
、
家
で
主
に
農
業
を
行
な
っ
て
い
 

る
方
、
ま
た
補
助
的
に
行
な
っ
て
い
る
方
の
年
齢
、
性
別
 

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
 

（
回
答
者
数
1
6
6
人） 

下のグラフを見ると、農業従事者全体の合計は355人で、5左師iIの調査 

（農業センサス）に比べると60人ほど多くなっています。 

また、66歳以上の高齢農業従事者が全体の3割近く（全国平均は4割） 

を占めて高齢化の兆しはあるものの、30~ 50歳までの男性で主に従事 

している方が男性全体の4割近く占めていて、これからの若い担い手と 

して期待されます。 

農業従事者の内訳 
×
 

50人 

人
 

0
 

4I 

30人 

20人 

0人 ー
 

0
 30歳未満 30--'50 51 --60 61 ---65 66歳以上 計 

主たる 男 0 54 34 21 35 144 

主たる 女 0 5 10 0 15 30 

補助的 男 14 29 8 4 13 68 

補助的 女 5 45 19 20 24 113 

計 19 1 33 71 45 87 355 

闘
口
囲
ロ
 

 ノ 

農
業
従
事
者
の
3
割
近
く
が
 65 

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
ね
。
 

で
も
、
全
国
平
均
か
ら
み
る
と
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
ノ
 

そ
れ
に
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
続
け
ら
れ
る
 30 

歳
5
 50 

歳
の
人
 

で
、
家
の
農
業
を
主
に
し
て
い
る
人
も
3
割
以
上
も
い
る
ね
。
 

か
な
だ
の
農
業
の
未
来
は
明
る
い
よ
“
】
 

0 ●
 



＞

圏

謂

⑩

担

い

早

《

畿

囲

雷

》

罵

②

い

て

 

特集 農業を考えるI 

(4 ページめ朝市についてめ回答を見ると、朝市には× 

みん谷関心をもっていることがわかるよね。 

参加農家も全体の3割以上が出品しているんだね0 

でも 「良いことだと思うけど参加できt 7」が、 

非常に多いよね。 

新鮮で安全t 農産物をもっとたくさん作って、消 

費者に提供してほしいし、朝市を生産者と消費者 

とのふれあいの場として、また、農業を理解しても 

らう場として、もっと利用してほしい.J.あ・・・0 

 というわけで、利用者の声を今回聞いて 

きることにしたんだ。 

ト 
赤池町の 
づkまに太A . 
乙J、ノI、、ーI 、ノ も蕪溝‘舞護，yd'1 

A 坊ム」Il、， 

私は赤池町の上野から毎週来ています。 

野菜も新鮮で値段が安くて、とても良いですね。 

（朝市をどのように知りましたか。の質問に） 

赤池町の広報で見ましたが、やはり主婦のロコミ 

の方が早かったですね。 

今
後
、
農
業
を
続
け
て
い
く
担
い
手
（
後
継
者
）
が
 

い
る
の
か
、
ま
た
、
い
る
と
答
え
た
方
の
年
齢
に
つ
い
 

て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
 

（
回
答
者
数
1
7
7
人） 

他
の
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
農
業
に
従
事
 

で
き
る
後
継
者
の
い
る
農
家
は
全
体
の
6
2
 

％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
 
一
戸
当
り
 

の
経
営
す
る
耕
地
面
積
が
小
規
模
な
た
め
、
 

兼
業
で
も
農
業
が
で
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
 

し
か
し
、
後
継
者
の
い
な
い
と
答
え
た
農
 

家
が
、
全
体
の
 38 

%
(
 
65 

戸
）
も
あ
っ
て
、
そ
 

の
農
地
の
行
方
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
 

ノ
 

【回答】 

●担い手（後継者）がいる 

相7戸（62. 2%) 

●担い手がいない 

65戸（37.8%) 

× 
あと継ぎのいる農家は6割以上いる 

んだね。 

でも、残り4割の農家はあと継ぎがい 

ない。田んぽや畑はどうなるのかなあ。 

少し不安だねノ 

 ノ 

N 一 
× 

利
用
者
の
み
な
さ
ん
 

10 

人
に
簡
単
な
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
 

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

一

 

一 

毎
【
回
答
】
 

、
【
・
ふ
？
●
大
変
 ＼
良
い
取
り
組
み
で
あ
る
し
、
積
 

J
】
一
A
に
ノ
日
 
ノ
【
一
、
、
，
o
 

師
寒
（
し
で
い
る
o
) 

一
【
」
v
I
ー 

費」
 

、
他
一
、
惨
伽
に
造
な
い
。
 

一
 

一
 一 
」
 
一
 

麟
 

」

リ

（
 

[HH
ス
鱗
 

昨
年
 11 

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
 

「
力
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
に
 

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
o
 

（
回
答
者
数
1
6
巳
人
）
 

叱
山
凋
 一 

極
的
に
参
加
し
た
い
。
 

雄
舞
 

、
・
‘
》
鷺
 

凸
m
糾
●
取
り
組
み
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
 

嘱
ム
海
 

ゆ
動
（
し
な
い
o
) 

53人 
(32.7%) 

108人 
(66.7%) 

●
取
り
組
む
意
味
が
な
い
。
 人

 %
 

！ー 

田
 

力
ナ
タ
ふ
れ
あ
い
朝
市
に
、
積
極
的
に
参
加
し
た
い
、
ま
た
 

は
し
て
い
る
と
答
え
た
方
は
、
朝
市
会
員
と
ほ
ぼ
同
数
の
回
答
 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
い
（
し
て
い
る
）
方
と
、
取
り
組
み
は
良
い
と
考
え
 

て
る
方
が
全
体
の
9
割
以
上
で
、
「
力
ナ
タ
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
に
 

対
し
て
好
意
的
な
回
答
で
し
た
。
 

今
後
は
、
組
織
の
拡
大
（
会
員
増
）
や
、
農
作
物
の
生
産
拡
 

大
、
導
入
作
目
の
検
討
、
市
場
調
査
な
ど
の
活
動
強
化
が
期
待
 

さ
れ
ま
す
。
 

Q 月の利用回数は？ 

A 全員が3回以上と答えました。 

Q 朝市をどのように知りましたか？ 

A 広報、口コミがほとんどでした0 

Q 朝市の良い点、改善点は？ 
（良い点） 

・野菜が新鮮で価格が安い。 

・価格が高いときもあるが、品物が良い。 

・花が新しい。 

・品数が以前と比べて増えたのが良い。 

●野菜の名前、調理の仕方など農家のみなさんに直 

接教えていただけるので良い。 
（改善点） 

・加工品（つけもの、みそなど）や根ものを増やし 

てほしい。 

・価格が不安定（極端な価格の変動があることがある） 

・時間が早過ぎて品物がない（売り切れ）ときがある。 

・時期的に品数が少なくなる。 

Q 農家のみなさんとのふれあいは？ 

A 大変良いことだと思いますと全員答 

えていただきました0 

ト
 お

願
い
し
た
い
こ
と
が
 

あ
る
ん
で
す
。
と
、
取
材
に
 

答
え
て
い
た
だ
き
い
ま
し
た
。
 

吉
田
さ
ん
 

ここの野菜はあまりにも菜がきれい過ぎるでし 

よ。いい事なんですが、私は虫が食っている様な野 

菜を主に選んで買っているんです。 

私たちが子どもの時は、虫がたくさん食っていた 

んですよね。 

もう少し農薬のこととか、有機農業などを農家の 

みなさんも消費する私たちも考えてほしいなと思い 

ます。虫が食っていても、少しばかりかっこうが悪 

くても安全なものがいいんです。 

私は毎週来て1 週間分の野菜を朝市で買って帰り 

ます。 

ここに来るのが楽しみです。 

0 0 



ま
ち
め
わ
だ
い
 
奈誕生霧「鯵 

★
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
 

11
 

月
5
5
6
日
、
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
行
な
わ
れ
、
町
 

民
会
館
周
辺
で
は
2
日
間
に
わ
た
り
、
 

多
く
の
み
な
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
催
 

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

今
年
で
4

回
目
を
迎
え
、
出
品
作
、
 

露
店
な
ど
も
増
え
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
な
ど
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
 

り
、
本
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
も
終
了
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

出
店
作
品
の
 

展
示
会
場
に
は
、
 

多
く
の
人
が
見
学
し
ま
し
た
。
 

ワ
ー
ノ
・
大
き
い
ョ
 

イ
モ
掘
り
大
会
 

金
田
小
学
校
2
年
生
と
4
年
生
の
児
 

童
が
、
 
11 

月
4

日
に
イ
モ
掘
り
大
会
を
 

行
な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
5
月
に
児
童
 

の
手
に
よ
っ
て
植
え
つ
け
た
も
の
で
、
 

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
収
穫
す
る
よ
ろ
 

こ
び
を
体
験
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
、
今
 

回
で
4
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
イ
モ
が
大
き
く
育
ち
、
掘
り
 

出
す
の
に
少
々
手
間
取
っ
た
も
の
の
、
 

大
き
な
イ
モ
を
手
に
し
た
児
童
は
、
ど
 

の
顔
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
農
園
中
に
 

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

獲
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
収
穫
祭
の
 

と
き
に
焼
き
イ
モ
に
し
て
食
べ
、
残
っ
 

た
イ
モ
は
給
食
の
材
料
と
な
っ
て
全
校
 

児
童
の
お
腹
の
中
に
収
ま
り
好
評
で
し
 

た。 

麟麟慧熱譲麟総慧繁麟醸麟麟鳶鷺麟鳶轟総総蕊ミ畿ミ麟惑譲嚇A 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
前
で
、
 

町
長
と
パ
チ
リ
ノ
 

つ
き
た
て
の
お
モ
チ
 

お
い
し
か
っ
た
ョ
ノ
 

I 

つ
り
橋
の
ネ
ー
ミ
ン
ク
が
決
定
ノ
‘
 

ワ
ク
ワ
ク
 

ゆ
ら
ゆ
ー
ら
橋
 

広
報
カ
ナ
ダ
 10 

月
号
で
募
集
し
て
い
 

ま
し
た
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
名
称
が
、
 

「
ワ
ク
ワ
ク
ゆ
ら
ゆ
、
ら
橋
」
に
決
ま
り
 

ま
し
た
。
 

町
内
外
よ
り
1
4
9
件
の
応
募
が
あ
 

り
、
ま
ち
づ
く
り
、
イ
メ
ー
ジ
委
員
会
の
 

審
査
に
よ
っ
て
金
田
小
学
校
5
年
生
の
 

堀
池
孝
幸
君
が
「
ワ
ク
ワ
ク
橋
」
、
金
田
 

小
学
校
4
年
生
の
内
田
優
君
（
現
在
田
 

川
市
在
住
）
が
「
ゆ
ら
ゆ
、
ら
橋
」
と
2
 

作
を
合
作
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
 

の
応
募
作
品
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
 

い
や
願
い
を
こ
め
て
く
だ
さ
っ
た
気
持
 

ち
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
、
橋
を
お
と
ず
れ
 

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
 

渡
る
前
に
ワ
ク
ワ
ク
、
渡
る
と
き
に
ゆ
 

ら
ゆ
ら
す
る
体
験
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

作
品
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
 

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

10 

月
 31 

日
、
神
崎
同
和
保
育
所
で
 10 

月
生
ま
れ
の
「
お
誕
生
会
」
が
、
ひ
ま
 

わ
り
組
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
 

ゃ
ん
 
22 

人
を
招
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
 

た
 。

 お
誕
生
会
は
毎
月
行
な
わ
れ
て
お
 

り、 
10 

月
は
、
7
人
の
園
児
達
が
ひ
と
 

つ
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
 

今
回
は
年
に
一
度
、
年
長
組
の
祖
父
 

母
を
招
待
し
て
、
園
児
達
の
合
唱
、
保
 

母
の
“
さ
る
か
に
合
戦
】
の
か
げ
絵
な
 

ど
が
あ
り
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
楽
 

し
い
お
誕
生
会
で
し
た
。
 

最
後
に
ひ
ま
わ
り
組
の
園
児
達
と
、
 

出
席
さ
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
と
の
食
 

事
会
で
終
り
ま
し
た
。
 

★田川地区産業まつり★ 
第9回田川地区産業祭りが、1 1月19日、2〇日に田川 

市総合体育館を会場に催され、約3万人の人手でにぎわい 

ました。 

金田町からは、力ナダアパレル、日王焼、金田ハム工房 

が出店販売し、大好評でした。 

また、両日は米消費拡大運動の一環として、田川産米3 

合が先着1 千名に配られ、 1〇時の開会前より人の列が並 

び、ー番早い人は9寺より並ばれたそうです。 

ほかには、力ラオケオークションやちびっ子PK戦など 

のアトラクションなどが催され、立冬過ぎの田川の年中行 

事として定着しています。 

画
面
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
o
 

只
今
、
奮
闘
中
ノ
・
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

10 

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ハ
ソ
 

コ
ン
教
室
に
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
 

）
」
ざ
い
ま
し
た
。
 

抽
選
で
 19 

人
の
み
な
さ
ん
が
 11 

月
7
 

日
よ
り
、
金
田
中
学
校
。
ハ
ソ
コ
ン
教
室
 

で
1

月
 30 

日
ま
で
の
 20 

日
間
、
受
講
に
 

入
り
ま
し
た
。
 

中
学
校
を
一
般
の
方
に
開
放
し
て
の
 

試
み
は
珍
し
く
、
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
 

す
。
今
回
は
、
始
ま
っ
て
3

日
目
に
取
 

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
受
講
者
の
み
な
さ
ん
は
講
義
 

が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
、
タ
イ
プ
練
習
 

を
行
な
い
、
 

“
一
太
郎
ー
ソ
フ
ト
を
使
 

用
し
た
講
習
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
 

す
。
受
講
者
の
み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し
 

た
と
こ
ろ
、
超
初
心
者
と
い
う
方
は
い
 

J
 

ゆ
め
ぴ
っ
く
あ
い
ち
で
 

金
・
銀
獲
得
ノ
・
 

東
金
田
の
中
島
力
さ
ん
（
 71 

）
が
、
 
11 

月
 12 

日
、
 13 

日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
 

行
な
わ
れ
た
第
 30 

回
全
国
身
体
障
害
者
 

ス
ポ
ー
ッ
大
会
（
ゅ
め
ぴ
っ
く
あ
い
ち
）
 

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
 

投
両
種
目
で
金
メ
ダ
ル
と
銀
メ
ダ
ル
を
 

獲
得
し
ま
し
た
。
 

中
島
さ
ん
は
、
今
年
5
月
に
行
な
わ
 

れ
た
福
岡
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ッ
大
 

会
の
立
ち
幅
飛
び
の
部
で
1
位
と
な
り
、
 

“
ゆ
め
ぴ
っ
く
あ
い
ち
ー
の
福
岡
県
代
 

な
く
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
キ
ー
ボ
ー
ド
 

を
触
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
ば
か
り
で
し
 

た。 受
講
終
了
日
ま
で
み
な
さ
ん
が
ん
ば
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

▲
田
川
産
米
配
布
に
 

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
 

く
好
評
で
し
た
金
田
ハ
ム
 

表
選
手
 22 

人
の
選
手
代
表
と
し
て
今
回
 

出
場
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
昭
和
 40 

年
に
始
ま
り
 

今
年
で
 30 

回
を
迎
え
ま
し
た
。
大
会
は
 

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
 

よ
う
に
、
個
人
競
技
に
出
場
で
き
る
の
 

は
生
涯
に
1
度
だ
け
で
す
。
 

ま
た
、
熱
き
戦
い
の
場
で
あ
る
と
同
 

時
に
、
出
会
い
と
交
流
の
場
で
も
あ
り
 

ま
す
。
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

0 
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12月9日（金） 
19時～21時 

ところ 総合会館 
●演題「いのちと人権」 

●講師 人権擁護委員 福田 昌氏 

●その他 映画上映 

4 日から1〇日は人権週間です。 

ご参加おまちしております。 

※関連記事をP12に掲載しています。 

、 お問い合わせ社会教育課22一2200 」 
\ 」 

年末年始の役場業務の 

お知らせ 

12月28日（金）17時までは平常どおり 

業務を行ない29日から1月3日まではお 

休みとなります。火葬認可証などの発行は、 

常時受付けています。冨22 -0555 

水道の修理などの連絡先は、 

12月29日～1月3日まで吉海設備さん 

冨22一1639まで連絡してください。 

また、年末は水道の使用量が増えて、水の 

出方がー時悪くなる場合もありますので、 

ご了承ください。 

午前8時3〇分から午後1 時まで 

かなだふれあい朝市 
作って①感動、買って、①仲良し、みんな⑨大好き 

ン7 ス・十局I I I古全案馴首敗 I t△口 HI 全「ロて」〒百斤 ”つつーnnnrn I ーー ーーー ーノ ノ/WI ' I十I りlZ八ノこ二二」H“」 、、、ノノ 、し」」ノ I l 」上LI山Jー×、lH "L ・乙一 vvv フノ 

、 

1月号の予定は・・・ 

8 日（日） 下田川4か町連合消防出初式 9時30分～ 

会 場 

15 日（日） 成 人 式 10時～ 総合会館 
対象のみなさんはS 49. 4. 2--S 50. 4. 1 まで生まれた成人の方です。 
お問い合わせ 社会教育課 冨22 - 2200 

☆ 

氷氷氷氷氷米氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷H ｛氷氷氷氷氷氷氷風氷風氷氷氷氷氷 

曹 
美 

美 

美 

美 

美 

玉 

氷氷氷氷氷氷米氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷〉I < 

16日（金） 乳児相談 1〇時～1 1 時 

ところ 役場仮庁舎 

お問い合わせ 福祉課冨22 - 6664 

年末・年始のゴミし尿収集のお知らせ 

引L75、 DECEMBER

1994年山ろ月師走（しわす） 
→十＋+++++++++++++++++++++++++++++＋十＋+++++++++++++++++++++++++＋十＋+＋十＋十＋＋ナ 
＋ 一 ＋ 

+ 
+ + 
十 ＋ 

事 1日 歳末助け合い運動 （-31日） 

I 2日 全国防火デー 
i 

I 2日 全国防火デー 
I 4 日 人権週間 （-'10日） 

ま 7日 大 雪 

繊糞麟搬週間（~15 LI）助） 中 15日 年賀郵価特知は乃 
よ 

+ 

~禦7 IJ鷲り 
~ 28 El 官公庁御用納 

4 -

= 
+ 

+ 

本 
+ + 
＋ 十 
、＋十＋++++++++++++++++ +++＋十＋++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

中 31日 大晦日 

生きがい健康教室の日程 

12月1日（木）宗 教 

8日（木）医療制度II 

22日（木）人権問題 

1月12日（木）福祉制度II 

10時～総合会館 

美

薫

美

美

美

美

美

美

￥

愈

 

【ゴミ】 

12月は、もえるゴミ、もえないゴミの収集は3〇日（金）ま 

で平常どおり行ないます。 

【し尿】 

12月は29日（木）まで収集します。 

年末年始はこみあいますので早めに業者までご連絡ください。 

※1 月のゴミ、し尿の収集は、折り込みのチラシをごらんく 

ださい。 

お問い合わせ 福祉課冨22 - 6664 

/ 

クッキング 
白 菜 

（アブラナ科、chinese cabbahge) 

ロール白菜（4人分） 

毎月第2金曜日は補聴器相談日 

12月9日（金） 9時～10時 

お問い合わせ 福祉課冨22 - 6664 

× 

旬のもの編VOL.7 
中国原産で、明治のはじめ頃から栽培されるようになり、キャベツや大根に並ぶわ 

が国の主要野菜です。 

ビタミンCを多く含みやわらかくて繊維が少ないので漬け物として喜ばれていま 

す。 

葉全体が球状によく巻いた結球白菜（包頭連、芝衆）と葉の上半分が開いて下部だ 

けが巻いている半結球白菜（笛策）とに分けられ、現在、市場に出回つているのは、 

これらを交配させて作ったものです。 

産地全国1 位は茨城県で、関東、東北、北海道で多く生産されています。 

今月は寒い時期なので暖かいロール白菜を紹介します。 

口ール白菜 1人あたり60Kcal タンパク質3.5g 脂質1 .8g 塩分1 .3g 
、 M

 

① 白菜を1枚ずつはがし取り熱湯でゆでる。 

② 鶏ミンチ、みじん切りした玉ネギ、生菱汁、卵、小麦粉をすべて混ぜ合わせ8等分 

にする。 

③ ゆでて水切りした白菜に、②のネタを包み、端乞ようじで止める。 

④ 鍋にだし汁、醤油、砂糖乞入れ煮立ったら中に包んだロール白菜を入れて味がしみ 

る程度に弱火で煮込む。 

最後に水とき片栗粉を入れて、とろみとつやを出し器に盛る。 

8枚 
250g 
509 
1 0cc 
1 個 
109 
40cc 
1 5g 
小さじ1 
300cc 

菜
 

m
白
 

r
 

鶏ミンチ 
玉ネギ 
生菱汁 
卵 
小麦粉 
醤 油 
砂 糖 
片栗粉 
だし汁 

、 ノ 

0 0 



こ
ん
に
ち
は
 

総合検診oSご案内 
健康を維持していくたMには、自分d健康状態を知ることが大切です0 

年に1回は健診を受けて、いつまでも元気に過ごしましよう0 

検診種類 対象者・内容 料 金 

基本健診 

40歳以上 

問診・身体計測・血圧・ 

血液検査・心電図・肝 
機能・眼底・血糖なと 

900円 

胃がん検診 
原則として40歳以上 
問診 
胃部エックス線 

1,200円 

子 宮 が ん 

検 

30歳以上 
問診 
子宮頚部の細胞診 

1,000I'l 

乳がん検診 
30歳以上 
問診 
視診・触診 

700円 

大腸が ん 

検 

原則として40歳以上 
問診 
便潜血検査 
(2日法） 

500円 

肺がん検診 
40歳以上 

胸部エックス線 
略疾細胞診（注1) 

300円 

■がんの部位別死亡割合（平成4年 厚生省「人口動態統計」） 

革 
中 ／ 中／申／ンイン三フ戸ー ▼／ 保

健
婦
で
す
o

冒
岡
飼
に
固
妙
る
圏
診
 

/
/
 

4% 19.9% 2. 4. T% 5. 6% 14.0% 10.1% 

/ 
20. 9% 

/ 
/ /／ノ／/ ／ノ乙そグ二／て／

/ 
、 24.5% 5. 1 1. 0% 6. 9% 13. 5% 

乳房子宮 
1. 4%] 
2. 6% 

8. 1% 11.9% 

成
人
病
の
多
く
は
、
徐
々
に
か
ら
だ
の
中
で
進
行
し
自
覚
症
状
が
現
わ
れ
 

に
く
い
も
の
で
す
o

そ
の
た
め
に
症
状
が
現
わ
れ
た
と
き
は
、
病
気
が
か
な
 

り
進
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
o
 

現
在
、
胃
が
ん
は
早
期
で
あ
れ
ば
ー
〇
〇
％
完
全
に
治
お
る
と
い
わ
れ
て
 

い
ま
す
o

病
気
治
療
の
原
則
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
す
o
 

健
診
は
そ
の
第
一
歩
で
す
。
 

一
年
に
1
回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
よ
ー
つ
o
 

特
に
日
頃
病
気
を
し
な
い
方
、
ま
た
家
庭
の
主
婦
は
家
族
の
健
康
管
理
に
 

気
を
配
る
の
で
す
が
、
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
お
ろ
そ
か
に
し
が
ち
で
す
o
 

自覚症状のサインを 
見逃さないで， 

●舌がん 

・舌の一部に治りにく 

いかいようができ痛 

む。 

●食道がん 

・食べ物を飲み込むと 

きしみる。つかえ 

る。 

・胸部に痛みがある。 

●乳がん 

・乳房にしこりがある 

●肝臓がん 

・全身がだるく、食欲 

がない。 

・腹部が重苦しく、吐 

き気がある。 

・黄だんが出る。 

●胃がん 

・胃が痛み、吐き気や 

胸やけがする。 

・食欲がない。 

・食べ物の好みが変わ 

る。 

●腎臓・勝脱がん 

・尿に血が混じる。 

●皮膚がん 

・あざ、ほくろ、しみ 

が急に大きくなる。 

●脳腫癌 

・視力（聴力）障害が 

ある。 

・からだの片側にマヒ 

がある。 

・頭痛や吐き気があ 

る。 

●喉頭がん 

・声がかすれる。 

●肺がん 

・せきが続く。 

・たんに血が混じる。 

・胸や背中が痛む。 

●すい臓がん 

・体重が減る。 

・腹部や背中が痛む。 

・黄だんがでる。 

●大腸がん 

・便に」iII.や粘液が混じ 

る。 

●子宮がん 

・おりものがふえる。 

・不正性器出血がある。 

日 時 平成7年2月19日日） 
9 時～11時（受付時間） 

会 場 金田町総合会館 

内 容 左oS表oSとおりです0 

特別料金 
基
本
健
診
 

(9
ロ
ロ
円
）
の
み
 

が
無
料
 

〇生活保護受給世帯aS方 

〇加歳以上OS方 

〇町民税非課税世帯OS方 

〇国民健康保険加入者で 

印歳以上aS方はすべて無料です。 

※50歳以上d方は、鵬療細胞診（1, 2加円） 

0Sみ有料と谷ります。 

' 

（注1）曙療細胞診は疲（たん）Q)検査です。 
対象は50歳以上で1, 200円が必要です。 

なぜ、健診が大切なのだろうか？ 
麟羅鷲響鱗麟綴曹 

早期発見・早期治療につながる。 ＠ 
0 

健康に対する意識が高くなる。 

生活習慣を改善するキッカケとなる。 

家族ぐるみで健康に取り組む姿勢をつくる。 

健康状態が継続的にチェックできる。 

すこやかに老後を約束する第ー歩。 

大腸カんが増え続けています 
大きな原因として、動物性脂肪を多く 

とる欧米型の食事の普及、食物繊維の 

摂取不足などが挙げられます。大腸の 

胆汁酸濃度が上がると大腸がんにかか 

りやすくなります。食物繊維は便の量 

を増やして、胆汁酸やその他の発がん 

物質の濃度を薄めてくれます。 

●
申
し
込
み
方
法
 

1
月
9
日
月
ー
 20 

日
囲
ま
で
電
話
で
受
 

付
け
ま
す
。
 

●
問
診
票
d
配
布
と
 

料
金
支
払
方
法
 

2
月
6
日
月
1
8
日
姻
に
環
境
衛
生
係
 

で
問
診
票
と
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
。
埼
 

の
時
に
検
診
料
金
と
保
険
証
谷
ど
を
持
参
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
呂
d

他
 

7
月
 19 

日
、
前
回
総
合
検
診
を
受
け
ら
 

れ
た
方
は
、
今
回
d
検
診
は
ご
遠
慮
く
だ
 

さ
い
。
検
診
結
果
は
毎
年
d
変
化
を
観
察
 

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

来
年
の
検
診
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
よ
う
。
 

く
わ
し
い
お
問
い
合
せ
は
・
・
●
 

福
祉
課
環
境
衛
生
係
 

容
2
2
I
6
6
6
4
 

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
0
 

① e 



tk LI 継響燃” 
I4mUー I 税金が安くなります！ 

平成6年I月から12月までに納めて 

いただいた国民年金保険料は、全額が 

所得から控除されます。 

年末調整、確定申告を行なうときは、 

証明書が必要となりますので、住民課 

国保年金係（122-6663 ) 窓ロ 

で証明書の交付を受けてください。 

また、国民年金基金掛金を納めている 

方も同様です。 

すべての人に平等に認められている人権を 

―人一人が見直そう 人権週間12月4日元日 
IY
せ
に
生
き
て
ゆ
く
格
利
ー
こ
れ
は
目
本
国
憲
法
で
、
す
べ
て
の
人
に
 

平
サ
弓
に
認
め
ら
れ
た
権
利
、
つ
ま
り
人
権
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
と
う
 

で
し
ょ
う
。
現
代
の
複
雑
な
社
会
環
境
の
な
か
で
は
、
学
校
で
の
い
じ
め
 

や
体
罰
、
男
女
差
別
、
ェ
イ
ズ
差
別
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
な
と
、
人
 

権
を
無
視
し
た
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
有
数
の
経
 

済
大
国
に
な
り
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
人
へ
の
思
い
や
り
や
 

気
配
り
、
連
帯
感
な
ど
が
薄
 11 

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

い
ま
、
こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向
け
、
人
権
と
は
何
か
、
人
権
の
尊
重
 

と
は
と
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
一
人
 

一
人
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

人
権
週
間
は
、
「
世
界
人
権
宣
子
ロ
」
が
1
9
4
8
年
（
昭
和
2
3
年） 
12 

月
 10 

目
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
 

す。 

生dとき 
口お忘れぢく 

子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
 

わ
た
し
た
ち
大
人
の
役
割
は
？
 

月
れ
な
が
ら
に
、
だ
れ
も
 

が
も
っ
て
い
る
人
格
ー
大
人
 

だ
け
で
は
な
く
、
当
然
了
と
 

も
に
も
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
子
と
も
の
人
権
 

を

取

り

巻

く

環

境

を

み

る

 

と
、
い
じ
め
や
体
罰
、
あ
る
 

い
は
こ
う
し
た
問
題
が
引
き
 

起
こ
す
登
校
拒
否
や
傷
害
事
 

付
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
中
 

に
は
、
い
じ
め
に
耐
え
か
ね
 

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
了
 

さ
え
あ
り
ま
す
。
 

人

格

を

無

視

す

る

よ

う

 

な
、
い
じ
め
や
体
罰
が
了
と
 

も
た
ち
に
与
え
る
影
響
は
討
 

●
 

麟
 

「」 

’国民年金保険料控除額 

り
知
れ
ま
せ
ん
。
心
に
負
っ
 

た
傷
は
、
な
か
な
か
い
や
す
 

一
」
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
 

ま
た
、
い
じ
め
た
側
に
し
て
 

も
、
そ
の
と
き
は
い
た
ず
ら
 

半
分
で
し
た
こ
と
で
も
、
大
 

人
に
な
っ
て
自
分
の
し
た
一
」
 

と
の
愚
か
さ
を
嘆
く
こ
と
に
 

な
る
で
し
ょ
う
。
 

「
了
と
も
の
す
る
こ
と
だ
か
 

ら
」
と
い
っ
て
黙
認
せ
ず
、
 

小
さ
な
と
き
な
ら
思
い
や
り
 

を
も
っ
た
行
動
を
教
え
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
場
面
で
人
権
に
つ
 

い
て
話
し
合
っ
て
み
る
こ
と
 

が
必
要
で
す
。
 

だ
れ
も
が
等
し
く
 

尊
重
さ
れ
る
 

社
会
を
つ
く
る
 

最
近
の
子
ど
も
は
、
三
つ
の
「
間
」
が
 

な
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
 

す。 

一
諸
に
遊
ぶ
仲
間
、
自
由
に
使
え
 

る
時
間
、
そ
し
て
外
で
伸
び
伸
び
運
動
 

す
る
空
間
で
す
。
つ
ま
り
、
 

一
人
一
人
 

が
孤
立
化
し
、
家
と
学
校
、
あ
る
い
は
 

塾
と
の
行
き
来
が
一
日
の
大
半
を
占
め
 

て
い
る
生
活
習
慣
に
な
っ
て
い
る
の
で
 

す。 
こ
の
た
め
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
不
得
手
に
な
り
、
 

自
分
の
殻
に
閉
じ
込
も
っ
て
し
ま
ー
つ
子
 

ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
 

こ
れ
で
は
、
人
を
思
い
や
り
、
気
配
 

り
を
す
る
心
は
育
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
は
、
 

一
三
つ
し
た
「
間
」
の
な
い
環
境
が
大
き
 

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
 

ど
で
す
。
多
く
の
仲
間
と
一
諸
に
遊
ぶ
 

な
か
か
ら
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
の
仕
方
を
学
び
、
創
造
す
る
心
が
 

芽
生
え
て
く
る
の
で
す
。
 

将
来
、
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど
 

も
た
ち
を
、
「
間
」
の
な
い
環
境
か
ら
守
 

\ 1 か月 控 除額 

I 月～3月 10,500円 31,500円 

4 月～12月 11,100円 99,900円 

I 月～12月までの合計 131,400円 

付加保険料 400円 12か月 
4,800円 

'6年4月中に7年3月分までのI年分を前納した場合の控除額 

129,990円 

134,670円 

定額保険料だけの場合 

定額保険料十付加保険料の場合 

り
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
人
権
意
識
任
 

目
覚
め
さ
せ
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
大
 

人
の
責
任
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
 

ど
も
も
大
人
も
、
男
性
も
女
性
も
、
障
 

害
を
も
つ
人
も
も
た
な
い
人
も
、
 
一
人
 

一
人
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
 

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
 

社
会
の
一
員
と
し
て
、
 

一
人
の
人
間
と
 

し
て
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、
責
任
と
義
 

務
を
与
え
、
人
権
を
意
識
し
、
尊
重
す
 

る
よ
ー
つ
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
そ
れ
が
 

わ
た
し
た
ち
大
人
の
重
要
な
役
割
な
の
 

で
す
。
 

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
 

人
権
意
識
を
 

育
て
よ
ー
つ
ノ
 

現
代
の
日
本
は
、
経
済
の
成
長
と
と
 

も
に
外
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
日
す
 

る
よ
ー
つ
に
な
り
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
 

し
て
国
際
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
し
か
し
、
 

一
方
で
は
言
葉
や
 

文
化
、
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
お
互
 

い
に
理
解
し
合
一
つ
こ
と
が
む
ず
か
し
い
 

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
 

は
、
お
互
い
の
人
権
を
傷
つ
け
合
一
つ
よ
 

ー
つ
な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。
 

い
ま
わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
の
一
員
 

と
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
る
以
上
、
経
 

済
の
発
展
と
同
じ
よ
ー
つ
に
、
人
権
と
い
 

ー
つ
観
点
か
ら
も
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
 

る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
国
内
外
 

を
問
わ
ず
、
世
界
の
人
々
と
協
力
し
合
 

一
つ
こ
と
一
」
そ
、
真
の
国
際
化
が
や
っ
て
 

く
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
ー
つ
か
。
 

女
性
の
地
位
を
 

高
め
よ
ー
つ
 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
。
」
こ
ー
つ
し
た
 

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
わ
れ
る
 

考
え
は
、
残
念
な
が
ら
な
く
な
っ
た
と
 

は
い
い
き
れ
は
せ
ん
。
い
ま
で
も
、
職
 

場
や
家
庭
で
さ
ま
さ
ま
な
男
女
差
別
が
 

起
き
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
 

女
性
が
生
ま
れ
も
つ
た
能
力
を
、
性
 

の
差
別
な
く
社
会
で
い
き
い
き
と
発
揮
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
ー
つ
に
、
男
女
雇
 

用
機
会
的
等
法
の
施
行
を
は
じ
め
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ
て
こ
ま
す
。
 

し
か
し
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
 

社
会
全
体
が
男
女
の
固
定
的
な
役
割
負
 

担
と
い
つ
た
古
い
考
え
を
な
く
す
こ
と
 

で
す
。
男
女
と
も
、
お
互
い
に
尊
重
し
 

合
一
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

特設人権相談所の開設 
今年の人権週間中に金田町では、特設人権相談所 

が開設されます。 
人権問題や法律問題でお困りであれば、お気軽に 

ご相談ください。 
相談は、無料で秘密は固く守られます。 

と き 12月9日（金）10時～15時 

ところ 金田町社会福祉センター2階 

相談担当員 法務局職員、人権擁護委員 

行政相談委員、民生委員 

ト
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金
田
町
公
民
館
 

ー
俳
匂
教
室
 

虫
の
声
闇
を
肴
の
盗
み
酒
 

岩
井
 
鬼
童
 

行
き
た
い
な
花
野
の
果
の
山
越
え
 

て
 

出
水
 
月
舟
 

お
し
ゃ
べ
り
の
声
の
こ
ろ
げ
て
木
 

の
実
山
 

建
部
三
由
紀
 

工
事
音
真
下
に
聞
い
て
櫨
紅
葉
 

花
石
か
ほ
る
 

稲
刈
っ
て
越
後
平
野
の
の
っ
ぺ
ら
 

ぽーっ 

永
尾
喜
美
江
 

良
夜
か
な
小
さ
く
光
る
貝
ボ
タ
ン
 

日
比
生
利
子
 

石
積
み
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
鰯
雲
 

沖
田
ト
ミ
2
 

児
の
声
に
栗
の
実
は
じ
け
林
歩
道
 

田
村
 

君
子
 

さ
る
す
べ
り
真
赤
に
燃
え
て
歯
医
 

者
混
む
 

大
堀
サ
マ
1
 

雨
あ
と
の
福
智
嶺
の
紺
稲
熟
る
る
 

原
 
美
恵
子
 

白
木
僅
喪
の
家
の
猫
つ
な
が
れ
て
 

香
月
 
冨
子
 

豊
作
の
法
事
の
返
し
米
一
斗
 

末
継
 
久
香
 

月
肥
る
昔
む
か
し
の
童
唄
 

大
久
保
和
子
 

霧
晴
れ
て
流
刑
の
島
の
九
十
九
折
 

塚
本
美
樹
弥
 

落
葉
踏
む
音
に
こ
の
世
の
鼓
動
か
 

な
 

原
田
 

鈴
江
 

硬
山
の
暮
る
る
に
早
き
タ
芭
 

坂
田
 

朝
子
 

考
へ
る
人
の
う
し
ろ
の
秋
の
蝶
 

市
川
 
法
子
 

①
 e 



お知らせ一 

パノラマ 

たがわ 

援
護
業
務
移
動
相
談
の
実
施
ノ
 

/
 

福
岡
県
援
護
課
援
護
係
 ×

 

▼
受
付
相
談
事
項
 

・
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て
 

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
 

・
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
 

・
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
及
び
 

末
引
揚
者
に
対
す
る
援
護
 

・
そ
の
他
援
護
全
般
 

▼
相
談
日
及
び
受
付
時
間
 

平
成
6
年
 12 

月
9

日
（
金
）
 

10 

時
、
 15 

時
 

▼
相
談
会
場
 

田
川
総
合
庁
舎
2
階
第
2
会
議
室
 

谷
 44 

1
8
1
1
1
 

お
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
 

谷
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
 

、 
福
岡
県
高
等
学
校
フ
ェ
ァ
 

ノ
 

福
岡
県
教
育
庁
 、 

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
北
九
州
 

及
び
筑
豊
地
区
の
高
等
学
校
の
特
色
あ
 

る
教
育
活
動
の
紹
介
な
ど
催
し
ま
す
。
 

▼
日
 

時
 

平
成
6
年
 12 

月
 10 

日
（
土
）
、
 

11 

日
（
日
）
 

10 

時
、
1
5
時
 30 

分
 

▼
会
 
場
 

北
九
州
国
際
会
議
場
 

(
J
R
小
人
周
駅
北
ロ
か
ら
徒
歩
7
分） 

▼
内
 
容
 

・
県
立
各
高
校
の
紹
介
 

・
講
演
・
意
見
、
体
験
発
表
 

・
研
究
発
表
 

左
の
表
の
1

及
び
2

に
該
当
す
る
方
 

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
 

者
（
老
人
保
健
は
役
場
国
保
年
金
係
）
の
 

発
行
す
る
減
額
認
定
証
を
、
被
保
険
者
 

証
な
ど
に
添
え
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
 

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
額
が
受
け
 

ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
を
図
っ
 

て
い
る
医
療
機
関
に
お
い
て
、
患
者
さ
 

ん
の
希
望
に
よ
り
、
 
一
般
的
な
食
事
以
 

外
に
特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
た
場
 

合
に
は
、
別
途
そ
の
費
用
を
お
支
払
い
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
 

の
保
険
者
ま
た
は
、
 

住
民
課
国
保
年
金
係
 

谷
 22 

1
6
6
6
3
ま
で
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
乳
幼
児
医
療
、
障
害
者
医
療
、
母
子
家
 

庭
等
医
療
の
受
給
の
方
も
同
じ
く
入
 

院
時
の
食
事
代
の
定
額
自
己
負
担
は
、
 

助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

・
演
示
・
作
品
展
示
・
生
産
物
販
売
 

お
問
い
合
わ
せ
 

県
教
育
庁
指
導
第
一
部
高
校
教
育
課
 

、
 

谷
0
9
2
1
6
4
1
1
2
9
3
6
 ノ

 

イ
ス
相
談
・
抗
体
検
査
の
実
施
 

田

川

保

健

所

 

‘

 

×
 

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
相
談
・
検
査
は
匿
 

名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

来
所
さ
れ
た
際
に
は
、
直
接
2

階
予
 

診
室
に
お
上
が
り
く
だ
さ
い
。
 

▼
受
付
日
時
 

毎
週
火
曜
日
9

時
ー
 11 

時
 

▼
内
容
 

相
談
・
採
血
（
感
染
の
機
会
が
あ
っ
 

て
か
ら
3
か
月
以
降
）
 

検
査
結
果
は
1
週
間
後
で
す
。
 

▼
場
所
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
保
健
所
2
階
予
診
室
 

田
川
市
松
原
通
り
（
県
総
合
庁
舎
横
）
 

容
4
4
1
0
6
6
6
 

人
と
地
域
を
結
ぶ
ふ
れ
あ
い
広
場
 

市
町
村
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
 

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
 
い
ろ
い
ろ
な
人
 

や
情
報
が
集
ま
っ
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
 

る
広
場
で
す
。
調
査
や
研
究
に
役
立
つ
 

情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
見
て
、
触
れ
て
楽
し
 

め
る
県
内
 97 

市
町
村
の
ふ
る
さ
と
情
報
 

が
盛
り
沢
山
に
揃
っ
て
い
ま
す
。
 

一
度
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ふ
る
さ
と
の
新
し
い
魅
力
に
出
逢
え
 

ま
す
。
 

●
場
 
所
 

福
岡
市
博
多
区
千
代
 ト

 

！
赤
池
町
容
囲
2
0
0
4
 

⑥
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

12 

月
4

日
（
日
）
9
時
、
 

会
場
 
町
民
会
館
ほ
か
 

⑨
人
権
駅
伝
大
会
 

12 

月
 11 

日
（
日
）
9
時
、
 

会
場
 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

⑥
成
人
式
 

1
月
3

日
（
火
）
 
10 

時
、
 

会
場
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

！
方
城
町
容
囲
o
5
2
0
 

⑥
青
少
年
健
全
育
成
大
会
 

12 

月
4

日
（
日
）
9
時
 30 

分
、
 

会
場
 
方
城
町
中
央
公
民
館
 

⑥
イ
ン
デ
ィ
ァ
カ
大
会
 

12 

月
4

日
（
日
）
9
時
ー
 

会
場
 
方
城
町
民
会
館
 

⑥
農
産
物
直
売
ふ
れ
あ
い
市
 

毎
週
土
曜
日
 
13 

時
、
 

場
所
 
医
療
セ
ン
タ
ー
前
 

,
 

．
糸
田
町
公
囲
1
2
3
1
 

＠
ェ
イ
ズ
予
防
講
演
会
 

12 

月
1

日
（
木
）
 
18 

時
 30 

分
、
 

会
場
 
文
化
福
祉
総
合
会
館
 

⑨
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

12 

月
 11 

日
（
日
）
 
13 
時
、
 

会
場
 
文
化
福
祉
総
合
会
館
 

,
 

．
川
崎
町
公
囲
3
0
0
0
 

⑥
第
 45 

回
婦
人
バ
レ
ー
協
会
大
会
 

12 

月
4

日
（
日
）
9
時
、
 

会
場
 
町
民
会
館
 

4
丁
目
1
1
2
7
 

福
岡
県
自
治
会
館
1
階
 

●
開
館
日
 
月
曜
日
ー
金
曜
日
 

●
交
 
通
 

・
地
下
鉄
 

千
代
県
庁
口
下
車
 

・
バ
ス
 

千
代
町
下
車
 

・
J
R
 

吉
塚
駅
下
車
徒
歩
約
 10 

分
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

財
団
法
人
福
岡
県
市
町
村
 

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
 

谷
0
9
2
1
6
3
2
1
1
3
2
3
 

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会
 

審
査
員
に
選
は
れ
た
ら
 

、
こ
協
力
を
ノ
 

あ
る
事
件
に
つ
い
て
、
検
査
官
が
不
 

起
訴
処
分
と
し
た
が
、
そ
の
処
分
が
正
 

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
国
民
の
立
場
で
 

監
視
、
良
識
を
反
映
さ
せ
る
制
度
と
し
 

て
検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
え
び
す
祭
 

12 

月
 11 

日
（
日
）
6
時
、
 10 

時
 

場
所
 
商
工
会
議
所
前
 

⑥
消
防
団
出
初
式
 

1
月
8

日
（
日
）
9
時
、
 

場
所
 
川
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

！
香
呑
町
容
囲
2
5
1
1
 

⑥
人
権
週
間
講
演
会
 

12 

月
7

日
（
水
）
 
18 

時
 30 

分
、
 

会
場
 
香
春
町
中
央
公
民
館
 

⑨
ふ
れ
あ
い
朝
市
 

毎
週
日
曜
日
9
時
、
 

会
場
 
役
場
前
広
場
 

！
赤
 
村
容
励
3
o
o
0
 

⑥
人
権
講
演
会
 

12 

月
8

日
（
木
）
 
19 
時
 30 

分
、
 

会
場
 
住
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
 

⑥
老
人
会
学
習
塾
 

12 

月
4

・ 11 

・ 18 

日

9
時
、
 

会
場
 
源
じ
い
の
森
 

⑨
初
日
の
出
登
山
 

1
月
1

日
午
前
4
時
、
 

場
所
 
戸
城
山
森
林
公
園
 

【
大
任
町
公
囲
3
oo
0
 

⑥
人
権
講
演
会
 

12 

月
7

日
（
水
）
 
13 

時
 30 

分
、
 

会
場
 
大
任
町
公
民
館
 

⑥
手
づ
く
り
の
つ
ど
い
 

（
学
校
五
日
制
事
業
）
 

12 

月
 10 

日
（
土
）
9
時
、
 12 

時
 

会
場
 
大
任
町
公
民
館
 

審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
 

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
く
じ
引
き
で
 11 

人
 

の
審
査
員
が
選
ば
れ
ま
す
。
任
期
は
、
 

6
か
月
間
で
す
。
 

あ
な
た
が
、
こ
の
審
査
員
に
選
ば
れ
 

た
と
き
は
、
検
察
審
査
会
の
役
割
を
）
」
 

理
解
さ
れ
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
 

仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

田
川
市
千
代
町
1
1
5
 

（
田
川
裁
判
所
内
）
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

谷
 42 

1
0
1
6
3
 

い
王
山
で
 

初
日
の
出
を
見
ま
せ
ん
か
。
 

／
 

、
 

日
王
山
自
然
公
園
遊
歩
道
か
ら
つ
り
 

橋
を
経
由
し
て
、
日
王
山
山
頂
ま
で
の
 

登
山
を
企
画
し
ま
し
た
。
 

元
日
の
朝
日
を
、
皆
さ
ん
で
楽
し
み
 

ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
 

す。 
▼
集
合
場
所
及
び
時
間
 

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ッ
公
園
の
野
外
ス
 

テ
ー
ジ
前
に
午
前
5
時
 10 

分
に
集
合
 

▼
山
頂
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

午
前
5
時
 20 

分
に
出
発
し
て
、
 

山
頂
着
は
午
前
7
時
の
予
定
で
す
。
 

※
く
わ
し
く
は
、
 

社
会
教
育
課
谷
 22 

1
2
2
0
0
ま
で
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

尚
、
全
ル
ー
ト
参
加
で
き
な
い
方
は
、
日
 

王
山
山
頂
に
7
時
ま
で
集
ま
っ
て
い
た
 

だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

I ！
添
田
町
容
囲
1
2
3
1
 

⑥
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

12 

月
 23 

日
（
金
）
9
時
、
 

会
場
 
町
民
会
館
 

⑨
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
 

1
月
8

日
（
日
）
 
13 
時
、
 

会
場
 
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
 

⑨
添
田
町
い
ろ
は
カ
ル
タ
大
会
 

1
月
8

日
（
日
）
 
14 

時
、
 

会
場
 
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
 

あ
蔵
蔵
か
い
警
憲
 

あ
り
が
篇
つ
 

ご
ざ
い
議
し
蔵
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
を
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
事
業
 

の
充
実
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
香
典
返
し
）
 

〇
故
 
友
清
 
隆
雄
 
様
 

敷
島
町
 
友
清
 
仁
子
 
様
 

〇
故
 
仲
村
ナ
ッ
ェ
 

様
 

神
 
崎
 
仲
村
 
未
吉
 
様
 

〇
故
 
春
永
 
喜
巳
 
様
 

神
 
崎
 
春
永
ャ
ス
子
 
様
 

〇
故
 
牛
島
タ
力
子
 
様
 

東
金
田
 
牛
島
 
義
信
 
様
 

、
J

・
ー
ー
、
 

、・ノ
 

ー

ー

《

ノ

 ー
 

入
院
時
の
患
者
負
担
が
 

変
わ
っ
て
い
ま
す
〇
 

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
 

成
6
年
 10 

月
1

日
か
ら
、
入
院
中
の
患
 

者
さ
ん
に
は
 
「
診
療
や
投
薬
等
の
医
療
 

費
に
係
る
一
部
負
担
」
と
「
入
院
中
の
食
 

事
に
係
る
負
担
」
と
を
、
医
療
機
関
の
窓
 

口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

「
入
院
中
の
食
事
に
係
る
負
担
」
の
金
額
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ
の
負
 

担
額
は
高
額
療
養
費
制
度
の
対
象
に
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

入院時の食事についての負担額（平成6年10月～8年9月） 

1日につき600円 

ただし、次の1及び2 の場合には、それぞれ以下の金額に軽減されます。 

1 市町村民税非課税の世帯に属する方等で、負担額の減額認定を 

受けている場合 1 日 450 円 

／過去1年間の入院日数が90 日（平成6年10月1日以降のものに限る。）、 

×を超えている場合 ~目'uu 門 ノ 

2， 市町村民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福祉年金を受給 

している場合 1 日 200 円 

全
国
選
抜
ヘ
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
H
【 

錬
心
館
金
田
道
場
 

12 

月
4

日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
 

催
さ
れ
る
第
 13 

回
硬
式
空
手
道
全
国
選
 

抜
優
勝
大
会
へ
、
空
手
道
錬
心
館
か
ら
 

井
本
善
尊
君
（
小
6
）
と
、
掘
池
孝
幸
君
 

（
小
5
）
が
出
場
し
ま
す
。
 

井
本
君
ら
は
、
8
月
に
行
な
わ
れ
た
 

里
青
少
年
空
手
道
錬
成
大
会
（
全
国
大
 

会
推
薦
試
合
）
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
 

を
収
め
、
井
本
敬
喜
君
（
小
4

）
を
含
め
 

3
名
が
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
 

た。 出
場
す
る
両
選
手
は
、
日
ご
ろ
の
稽
 

古
の
成
果
を
精
一
杯
、
試
し
て
来
た
い
、
 

ま
た
、
井
本
君
は
昨
年
も
選
抜
さ
れ
ま
 

し
た
が
大
会
前
に
病
気
に
な
り
出
場
で
 

き
な
か
っ
た
の
で
、
小
学
生
最
後
の
大
 

会
に
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
ま
す
と
の
強
い
 

決
意
で
し
た
。
 

①
 

①
 



トピックス 
■ 

I c p 
辻さん、厚生大臣賞に輝く バのつ

ねんリんピック 

辻 智子さん（68）が、10月22 

日～25日まで開かれた「第7回全 

国健康福祉祭かがわ大会（ねんり 

んピック’94香川）」の作品展工芸 

の部で最高賞の厚生大臣賞に輝き 

ました。 

ねんりんピックは、豊かな長寿 

社会を目指して毎年開かれるス 

ポーツと文化、福祉の祭典です。 

「作品展」は文化関連イベントの柱のーつで、今回 

は全国の60歳以上のアマチュアから六部門に424点 

の作品の応募があり、部門別に厚生大臣賞など七つ 

の賞があります。 

工芸の部は作品29点がありました。 

辻さんは、陶芸を学ばれて10年になり、現在、生 

きがい健康教室陶芸の助手として活躍されていま 

★人口 8,698人（19人） 

男性 4,154人（一4人） 

女性 4,544人（一5人） 

★世帯数3,050世帯（+1世帯） 

一 10月中の人の動き 
r ~ 

/r 、二×・出産 6人 ’死亡 -7人 

Z5〇づ転入51 Aご姦 1 1月1日現在 

す0 

おめでとうこさし、ました〇 
厚生大臣賞 作品 「花ひん」 

編 寒
、
い
。
 12 

月
を
迎
え
ま
し
た
？
と
思
っ
 

て
い
ま
し
た
が
、
 11 

月
の
中
旬
に
は
 25 

度
の
 

気
温
。
や
は
り
、
こ
の
冬
も
暖
冬
と
の
発
 

表
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
少
し
は
降
雪
を
 

味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。
 

街
の
あ
ち
こ
ち
ク
リ
ス
マ
ス
ー
色
の
季
 

節
で
、
ま
あ
喜
ん
で
い
る
の
は
子
ど
も
達
 

（
若
い
方
も
）
だ
け
で
、
私
な
ん
か
は
次
号
 

の
／
切
り
に
身
震
い
す
る
今
日
こ
の
頃
で
 

す。 ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
と
、
私
の
こ
ど
も
 

の
頃
は
ケ
ー
キ
を
お
目
に
か
か
る
の
は
、
 

誕
生
日
と
こ
の
時
期
だ
け
で
、
何
か
の
お
 

祝
い
の
時
に
出
て
く
る
赤
飯
み
た
い
な
も
 

の
で
し
た
。
母
が
イ
ブ
の
前
日
に
買
っ
て
 

来
ま
し
て
、
中
の
姿
を
見
ず
に
箱
ご
と
冷
 

蔵
庫
の
中
へ
。
大
き
く
も
な
い
冷
蔵
庫
の
 

中
に
「
私
が
主
役
ョ
ノ
」
っ
て
な
ぐ
あ
い
に
 

幅
を
利
か
し
て
い
る
箱
の
中
身
が
、
気
に
 

な
っ
て
、
ド
ア
を
開
け
て
は
閉
め
、
閉
め
て
 

は
開
け
る
 

で
、
し
か
ら
れ
る
と
い
っ
 

た
ぐ
あ
い
で
し
た
。
私
の
家
に
は
エ
ン
ト
 

ツ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
当
然
サ
ン
タ
は
来
 

ま
せ
ん
。
で
も
来
な
く
て
も
楽
し
か
っ
た
 

で
す
ね
。
ケ
ー
キ
食
べ
ら
れ
た
か
ら
。
今
 

は
と
い
う
と
、
あ
れ
は
見
る
も
の
食
べ
な
 

く
て
も
い
い
で
す
か
ら
。
 

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
広
報
担
当
 

に
な
っ
て
8

か
月
が
過
ぎ
、
す
て
き
な
プ
 

レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

9
月
に
大
刀
洗
小
学
校
4

年
生
か
ら
、
 

金
田
町
に
つ
い
て
社
会
科
の
勉
強
に
。
ハ
ン
 

フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
一
通
 

の
手
紙
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

A
 ' 

1 
ロ 
ロ三叫帥犬”繊一‘'1』働7」H 

に刀冴一小，1交 

4阜2‘且 

か、 

w ー‘． , 
" '' “~鰹を昇“，こ‘ 

早
々
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
広
報
、
撮
影
し
 

た
ふ
れ
あ
い
塾
の
写
真
と
少
し
ば
か
り
の
 

返
事
を
同
封
し
て
送
り
、
後
ほ
ど
お
礼
の
 

電
話
が
担
任
の
先
生
と
依
頼
主
の
野
瀬
美
 

由
紀
ち
ゃ
ん
か
ら
あ
り
、
そ
こ
で
終
り
か
 

な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
、
ま
 

た
ま
た
お
礼
の
手
紙
と
美
由
紀
ち
ゃ
ん
の
 

写
真
、
そ
れ
に
B
4

サ
イ
ズ
の
私
が
編
集
 

す
る
よ
り
う
ま
い
“
金
田
町
新
聞
一
が
郵
 

送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

新
聞
に
は
、
金
田
町
の
こ
と
を
半
分
に
 

ま
と
め
て
、
カ
モ
・
サ
ケ
・
シ
ジ
ミ
・
イ
べ
 

ン
ト
・
農
業
の
こ
と
な
ど
実
に
こ
ま
か
く
イ
 

ラ
ス
ト
入
り
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
末
 

尾
に
お
礼
の
手
紙
を
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
 

ま
す
。
 

役
場
の
業
務
に
は
、
資
料
関
係
の
や
り
 

取
り
は
い
つ
も
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
ほ
 

ど
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
は
初
め
て
で
す
。
 

で、 

大
刀
洗
町
っ
て
ど
こ
だ
っ
け
 

と
、
地
図
を
開
い
て
い
る
私
は
、
も
う
一
度
 

社
会
科
の
勉
強
が
必
要
で
す
。
 

ク
リ
ス
マ
ス
も
終
わ
る
と
、
本
当
の
師
 

走
で
す
。
み
な
さ
ん
に
も
、
す
て
き
な
プ
 

レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
と
い
い
で
す
ね
。
 

ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
 

金
田
町
広
報
担
当
 
〇
×
様
 

大
刀
洗
小
4
年
 
野
瀬
美
由
紀
 

こ
の
間
か
ら
、
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
 

て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
金
田
町
の
こ
と
 

を
く
わ
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

大
刀
洗
町
の
今
村
に
は
、
き
ょ
う
か
い
 

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
田
ん
ぼ
や
畑
が
た
 

く
さ
ん
あ
っ
て
大
刀
洗
小
学
校
は
田
、
畑
 

に
か
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
刀
洗
に
は
お
 

米
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
 

手
紙
や
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
 

（
教
会
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
し
た
。
）
 

・

！

！

、

 

器
 魂『，、 


